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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、保育所看護師の実態を明らかにし、保育所における保育看護を実践する
ためのシステム作り、保育所看護師のサポートネットワークの構築を図るための基礎的研究である。全保育施設の約3
割に看護師が配置され、子どもや保護者への指導、対応がおこなわれていた。
　本研究は研究フィールドにおいて、保育園看護師研修会を計画し、看護師の質向上を図るためのサポートシステムを
構築した。本研究がおこなった介入研究は、定期的な研修会・勉強会の開催、最新の医療情報の提供や課題解決に向け
たディスカッション、専門家による講演会、個別相談等であり、この取り組みが安心した業務の提供に繋がっているこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the state of nursery school nurses, 
furthermore create a system to realize childcare and nursing in nurseries and build a support network for 
nursery nurses.Approximately 30% of all nursery facilities had nurses deployed and provided guidance and 
support for children and guardians.
In this research I targeted research fields to plan nursery nurse training workshops and study groups and 
constructed a support system to work toward the improvement of nursing.The intervention study conducted 
in this research consisted of holding periodic training workshops and study groups, discussions geared 
toward providing the latest medical care information and solving issues, lectures by specialists, 
individual discussions, etc., and it showed that these efforts lead to the provision of work duties with 
a feeling of security.

研究分野： 小児看護学分野

キーワード： 保育園看護師　サポートシステム　サポートネットワーク　保育園看護師研修会
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
入院を経験した子どもや障害のある子ど

もの保育所利用は多い。現状の小児医療は、

できるだけ在宅で、普通の子どもと同じよう

な生活をすることにより、治癒をめざしたり、

疾患を抱えながら通常の生活を行う方針を

とることが多い。そのため、医療的なニーズ

がある子どもにとって、保育所に看護師がい

ることは、医療面に関する安心や緊急時の対

応が可能となること等、安心した生活環境が

維持できる。病児・病後児、また障害のある

子どもにとって、看護師の配置は安心した生

活を維持するためには不可欠な問題である。 

保育所の看護職配置については、1969 年、

1977 年の厚生省通達において示され、乳児保

育を基本として配置が進められるようにな

り、約 30～40 年が経過している。保育所で

は嘱託医の制度を取り入れ、保健･医療に関

しては指導的な役割を果たすようにしてき

たが、嘱託医の来園回数の少なさや巡回時間

の不適切性などから、嘱託医と看護師が連携

を図り、実際の保育の場での対応を図るよう

になった。全国保育園保健師看護師連絡会

（2007）によると、平成 19 年現在、保育所

には約 5000 人の看護職が働いているとされ

ている。また、福井（2011）は、各都道府県

の保育所看護師の平均配置率は 20%程度であ

ると述べている。 

しかし、全国的な看護師不足や待遇上の問

題、また看護師の経験不足から十分な健康支

援ができないことなどの理由により、看護師

が定着せず、看護師の確保に苦労している保

育所が多いとの実態もみられる(厚生労働省，

2008)。多様な保育ニーズのある保育所が、

子どもと保護者、職員の健康を保持し、子ど

もを中心とした保育が実践できるためには、

看護師の配置が必要であり、看護師としての

十分な役割を果たすことが求められる。 

「保育士資格がないため、保育に自信がな

い。」「看護師としてどのような業務をしたら

よいのかわからない。」「小児の経験がないの

で不安」など、保育所看護師からさまざまな

意見が聞かれている。また、一緒に業務をす

る保育士からも「看護師としての仕事をして

ほしい。」「もっと、積極的に仕事をしてほし

い。」などの意見があり、保育所看護師の実

態把握、現状の問題を明確にすることが必要

ではないかと考える。吉川（2011）、藤城・

宮崎・国分・杉山・上別府（2011）らが保育

所看護師の役割について報告しているが、保

育所看護師の配置推進に向け、どのような課

題があるのかを明らかにし、子どもの健康支

援を進める職種としての看護師の業務基準

の明確化、そのための研修システムの構築、

さらに各園の連携、相互のサポートを可能に

するローカルサポートネットワークの構築

をすすめる。 

 

２．研究の目的 
本研究では、病児･病後児や障害のある子

どもの保育に関与する保育所看護師の実態

を明らかにし、子どもの QOL 向上に果たす

役割、さらに保育所における保育看護を実践

するためのシステム作りと保育所看護師の

サポートネットワークの構築を図るための

基礎的研究を目的とする。 

 

３．研究の方法 

研究方法は、調査研究及び介入研究を取り

入れた。調査研究では全国の保育所、保育園

の園長、看護職を対象に質問紙調査、研究フ

ィールドの看護師、保育園園長、保育士等を

対象に質問紙調査、3 年間定期的な勉強会、

研修会を開催する介入研究を実施した。 

[研究 1]「O県の保育所看護師の実態調査」  

O 県の A 地区を対象に、保育所看護師の実態

と現状の問題、課題を明らかにする。 

[研究 2]「全国の保育所看護師の実態調査」  

全国の公立、私立の保育所を対象とした調査

を実施し、看護職配置の実態、業務内容、現



状の課題の明確化を図る。 

[研究 3]「O県の保育所看護師のネットワー 

ク作り」 

一人配置の保育所看護師が、業務上の問題 

や子ども支援の在り方等に関する内容を話 

し合う場の設定を行い、保育における看護師 

の役割を明確にする。 

[研究 4]「保育所看護師の業務内容の明確化」  

保育所看護師のネットワークに参加する

看護師を対象にグループインタビューを実

施し、業務内容の整理及び業務の明確化、業

務基準の作成を行う。 

[研究 5]「保育所看護師の研修システムの構 

築」 

保育所看護師の役割、業務内容、保育実践等 

に関する研修会の開催を通して、研修システ 

ムを構築する。 

 

４．研究成果 

①【研究 1：O県の保育所看護師の実態調査】 

日本保育学会において、「保育所看護師の

配置の実態と役割意識－沖縄県内の保育所

長を対象とした質問紙調査から－」として、

O 県保育園看護師配置実態調査の結果をまと

め、研究報告を行った。（発表者:金城やす子） 

 

「保育所看護師の配置の実態と役割意識－沖縄

県内の保育所長を対象とした質問紙調査から

－」(以下に抄録を表示) 

はじめに 

最近の保育所は、入所児童の低月齢化や障害

児保育、病後児保育、アレルギー除去食児の対

応など、医療的な面での支援がより多く求めら

れるようになってきた。そのため、厚生労働省

はこのような支援を実践する職種として看護職

の配置をすすめ、保育所保育指針の改定を機に、

看護師配置を推進するようになった（日本保育

園保健協議会，2007）。しかし、全国的な看護師

不足や待遇上の問題、また経験不足による不安

から看護師が定着せず、その確保に苦労してい

る保育所が多い。また、実際に配置されている

看護師を対象とした勉強会では「どのような業

務が求められているのかわからない」などの意

見があり、十分な配置状況にないことが伺える。

そこで、どの程度の看護師が配置されているの

か、またどのような役割が期待されているのか

看護職配置の実態に関する調査を行った。 

研究目的 

沖縄県の保育所における看護職配置の実態お

よび看護職配置における問題点、看護職に期待

される役割について明らかにする。 

研究方法 

 沖縄県内の保育所長(園長)を対象に質問紙調

査を実施した。364 施設に配布し、176 施設から

回答を得た（回収率 48.4%）。本研究は M 大学の

倫理委員会の承認を得て実施した。対象者の匿

名性や守秘性、データの扱いや公表、また研究

への同意については回答返送されることで同意

されたとする旨、文書で説明した。 

結果 

1.看護職配置の実態 

 看護職を配置していると回答したものは 56

施設(31.8%)であり、地域別では都市部が

46.4％と多く、北部や離島は 5～7%の配置であ

った。また、保育所の規模として収容数 60 名以

下の小規模、100 名以下の中規模、101 名以上の

大規模で比較した結果、中、大規模の 4 割以上

に配置されており、規模別には有意な差(χ

2=18.57、df2、P=0.00)がみられた。0 歳児の人

数別で比較した結果(χ2=44.35、df1、P=0.00)、

0 歳児の人数が少ない保育所では配置率が低い

ことがわかった。配置されている看護職の種類

では看護師が 51 名、准看護師が 4 名であり、そ

の他の医療職の配置はなかった。 

 看護師配置の必要性について 5 件法で尋ねた

結果、「とても必要」「必要」を合わせ 83.5%が

必要であると感じていた。看護師を配置してい

る保育所では全員が必要という回答であったが、

配置されていない保育所の理由として「適任者

がいない」「経済的な問題がある」「０歳児が少



ない」に 3～4 割の所長が回答していた。また他

職種との関係が難しいとする回答も 15.4%にみ

られた。 

2.看護師の業務として希望する内容 

 保育所の長は、看護師が保育所においてどの

ような業務を行っているのか、また、どのよう

な業務を行ってほしいと考えているのかを調査

した。最も希望する内容は「病気やけがをした

場合の医療的判断」「小児の感染症の判断」が 7

割以上であり、保育業務や保護者、保育士の健

康に関する内容については 2～4 割程度が希望

すると回答していた。提示した業務内容 15 項目

を因子分析（主因子法、バリマックス回転）し

た結果、第 1 因子『医療的な判断･対応』、第 2

因子『栄養的な面への対応』、第 3 因子『医療的

なニーズがある子どもへの対応』、第 4 因子『精

神的な発達に関する対応』の 4 因子が抽出され

た。 

また、保育所の所長(園長)は、看護師の配置に

関してどのような問題を感じているのかを尋ね

た。最も多かったものは給与面、待遇に関する

問題であった。次いで看護師が専門性を発揮で

きていないこと、さらに医療的な面に対する知

識や技術が不足していることを問題ととらえて

いた。また、子どもや保護者とうまく関われな

いこと、業務への積極的な姿勢がみられないこ

とについても、2 割弱のものが問題と感じてい

た。 

 看護師の配置について公立の保育所からは、

「市町村が対応しない限り園での単独配置はで

きない。必要時は嘱託で保健師が対応する」と

いう記述がみられた。 

考察 

 保育所への看護師配置の実態を調査した。こ

れまでの調査に示されていた配置率（木村，

2006：福井，2011）とほぼ同様の結果であった。

しかし、沖縄県では都市部での配置は進んでい

たが、郡部や離島の配置は十分ではない状況が

みられた。また、0 歳児の数で看護師の配置を

検討している施設が多く、さらに公立だから無

理と検討の余地のない回答を示す施設もみられ

た。医療面に関するニーズがある子どもにとっ

て、保育所に看護師がいることは安心した環境

を得ることができると同時に、緊急時の対応が

可能となることから、安心した保育につながる

と思われる。看護師には医療的な面での対応、

特に処置の対応や判断が求められている。しか

し、医療面への知識や技術の不足を指摘する声

もあり、保育所には看護師経験の豊富なものの

配置が望ましいと思われる。しかし、看護師不

足は社会的な問題でもある。保育所への配置に

ついては看護師の質や絶対数の不足など、解決

すべき問題が多すぎると感じる。 

おわりに 

 調査を実施し、保育現場で働く看護師の実践

内容や問題点の把握、問題への対応などが十分

把握されていないと感じた。今後は看護師を対

象に調査をすすめ、保育所看護師サポートシス

テムを確立したい。 

 

②【研究 2：全国の保育所看護師の実態調査】 

第 20 回日本保育園保健学会において、全国

の保育園の実態調査の結果について報告し

た。また、保育所に勤務する看護師が小児看

護経験がないため、職場適応が難しい状況に

あることから、保育園看護師の臨床経験を調

査した。その結果を第 5 回アジア子ども支援

学会で「保育所で勤務する看護職の臨床経験

および求める支援」として発表した。(発表

者：金城やす子) 

 

③【研究 3：O県の保育所看護師のネットワ 

―ク作り】 

 A 地区で行った介入研究の結果、サポート 

システムの有効性について沖縄小児保健学 

会で報告した。 

④【研究 4：保育所看護師の業務内容の明確 

化】 

 A 地区保育園看護師の業務内容を調査し、

保育園看護師業務マニュアルを「ハンドブッ



ク」として自費作成した。 

⑤【研究 5：保育所看護師の研修システムの 

構築】 

 沖縄小児保健学会において、「保育園看護 

師の支援体制の構築に向けて－定期的な

勉強会・研修会の実際とその意義－」と

題して、支援ネットワークについて報告

した。報告内容は、八重瀬フィールドで

実施している研修会の内容および研修会

の意義について報告した。発表内容は論

文としてまとめ、学会誌「沖縄の小児保

健」に掲載された。(報告者：金城やす子、

比嘉憲枝、神谷昌美、山城枝里子) 
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